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は e-aR刊〈α，b:係数， R，一述統降雨澄)，単位時間当り流慌のそれは exp(_a'Qb') (a'， b':係
数， Q:流澄)の形で表わされるのが安当である。
2) 一連続持雨笠 (R)と， それに伴なう路間総流出滋 (Q，)は，Q，=a"Rbl(αぺb"係数)の
形で表わせる。
3) 林道路加からの流出土砂怒;の推定には， Meyer-Peter & Mullerの総j流土砂公式の適用は
可能であり， これを認にして，適正横断禅問悶 (L，)と勾配 (S) との関略式 L，= aIllS-b" (a"'， 














道の 2ケjYf(既報と同じく，締資IZ名をA 1， A2とする)と，京都市北部の公有林林道上の 2





ついては，昭和57'"'581'1:の 2年憾の，日 2については，昭不IJ56'"'58&1':の3年間のデータである o
降雨回数，および，路間流出土砂i誌の計制限数は， それぞれ， A 1では， 266， 24， A 2では，






Table 1. the results of observation in 1983 
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として， Rを一連続降下m散とすると e-a1R叫 (al'b1:係数al>O)， azR-bz(az， bz，係数九>0)， 
exp( -aSRb3) (aS， bs:係数 a3>0)である O その結果，粉関係数が最も高くなったのは，
誌とも指数分布製のj担;品総本i弾数で表した場合で，いずれもO.95を越える鍛となったo このよ
うに，一連続降雨践の頼度分布は，指数関数型で表示することができるものと捻定できた。
一連続降雨澄の各翻資i忍ごとの平均は， A 1で15.35mm， A 2で17.44mm，日 lで29.60ml1
H2で27.32111mで， A 1とA2 (A 1， A 2を総称するときは戸住地区という)， H 1と日2
(出、下，同様に八下地区という)とが{以かよった値となり，地域による楚が認められる。上述の
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疏線は，回帰自主総号告示したもので， exp(一向Q十ん)(a4. b.j係数.Q. 1分当り流銃)，なる形式
である o 相関係数はそれぞれA1で-0.827，A 2で-0.859，H 1で-0.883，H 2で…0.896で
あった。 l 分間~りの路面流水の趨過確率については，前線で 1 年i閣のデータを使用した結泉，
exp( -a5Qb5) (a5' bs係数 α>0) で表わすのが1J:当となったo そこで， 会データ利用の場合に
ついても府機にして求めてみると，相関係数は，金調遊i混とも0.99を越え，単位i時間当り流散の
趨過総務は， ワイブ、ノレ分布の超過総本で表わすのが妥当である ζ とがわかった。係数ん は， A







3-3 ー 述統降雨散と流lJ:¥7Mま:lii1現まで，ー迎統持雨散と流出水殺をZ日々 にみてきたが，
ここで， ζれらの関係について検討してみる。囲4は，各鵡1lt区どとのー迎統降雨査をと，その降
雨に伴なう流出水の総f設との関係を示したものである o 閣の設の単位はm~ りの J で表わされ
ているが， ζれは，流澄の降雨段表示とl河畿で.mmと読み換えてもよい。関4に見られるよう
に，降雨抵の少ないときには，バラツキが大きいが，ほぽ直線関係にあるとみなしでもよく，阻
j議式を Q7'口 CH.dとして，係数 c，d，相関係数 (iつを求めたo A 1では c口 0.234，d=1.128. 
r=0.90， A 2では， c=0.206， dコ=1.215， r=0.84， H 1では，c口0.155，d口1.360， rロ0.94，
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は， A 1で26131，A 2で1491l，日 lで15271，日2で 19561である。年平均lとすると， A
Iが7061，A 2が7971，H 1が8161，日2が8041となる。また，これらの般から，年平均i究会


























































































conparison of calcllalion valle with observation valle 011 sediment 





われる。ちなみに，実測{伐と計算{症の相関係数は， A 1で0.76，A 2で0.83，H 2でO.73であり
H1ではO.22であった。 A1.日 2，ま.A 2の場合に比して，やや相関係数はおるが，欠測{白，







QT=ごαQ+(sQ"t・-0.047)1.5 ・H ・H ・，(1)
という形式で表現されることになった。 (1)式の係数民 Fには，士.粒子.7l<.の密度，平均粒様，
級皮係数，句配，および，水深と水il1I高lζ関する係数を合んだものであり，厳欝に言うならば，
降高のたびごとに，変化している可能性のある諸経もある O しかし，一応，各翻資践で係数 α，
F はとし，Al， A 2では前線で計算して得与れた結果を用いた。日 2について計算すると










外からの流入水ばないものとし. ~絡調~Iこ.('15.なうものだけとする。 ζ のとき，流体の連続性から，
次式がなりたつo
fさート2旦=q ・H ・，(2)
ot ' ox 
q : 1;-ji f立.時間~り， 単位林道良おりに路面!と形成された水路に流入する水澄.A 流水断面積，
Q:単位n古関当りi3fel設，上部横断砕からの距荷ILt: I時間
(2)式において， 自由水田の関水路で，流れを定常だとすると oA/ot口 Oであり，対家路間以外
から流入する水がない場合 x口 OでQ口 Oである。 したがって 1i科技時間当りの路面流水設は
流下E問iHc比例して
Q口 qx ???








になるかを狂 1そi徐き， 勾配10%の場合について，年平均没食深さで表わすと， A 1で2.8mm，
A2で6.8mm，託2で1.7mmという依となった。この数字はあくまでも，イ也の条件(流協とな
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あげ，穴住地ほの場合にあてはめてみると， A 1で35m，A 2で50mが適正横断時の間関となっ
た。 ζのときの，平均年間浸食深'dを(1)式を誌にして求めてみると， A 1で 2.1mmA 2で1.9
mmとなり，両方ともほぼ，実l擦の年平均浸食深さの60%脱皮となる。そこで，災孤.lJ流出土砂抵
の60%のときの流下関誌if[と勾況とを求め， このときの流下距離 (L)と勾配 (5)との関係式を L
ロa"C-bl として， b"Jを求めると， A 1で1.7 A 2で1.66を将"る。 H2についても臨機の条約:で
b"を求めると1.65であった。 ここでは対数グラフ上で，横断熔設設問|潟と勾配との関係を見る
ために抵袈な b"についてだけ述べたが，この数字は，既報で我々が報告した，間滞分析結果か
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Eえるsume
1n oder to obtain the optimum informations on the erosion of forest road sllrface， the 
mesurment as folIowing were carried olt on the fOlr fixed investigation plots; 1) a con-
tinllos rain falI， 2) discharge from the road sllfrace in each plots， 3)sediment yield from 
the road sllrface. 
1n this paper， those data obtained on each plots from 1980 to 1983 were discllssed. 
The resllts were following. 
1) The execess probability on one continllos rain falI and discharge from the road 
sllrface wrer given as following fllnction exp (-aR十b)(a， b; coefficien t.民 onecon-
tinllos rain fal) exp( _a'Qb) (a'，グ coefficient，Q， discharge) 
2) The cocerning eqllation with one continllos rain fal and total discharge (Q，) from 
the road sllrface according to one continllos rain falI was as following; 
Q，口a"・R-b"Ca"，グ coefficient)
3) Sediment yield from the forest road sllrface could be estimated with the sediment 
dischage fomllla by M巴yer-Peter & Mむler，and important coefficient (b勺 inthe fllnction 
to cu1cllate the optimllm interval betweεn cross drain was discussed. The function is a" 
S-b". 
